大韓民国政府　殿


大韓民国政府が、過去に起きた戦時下での「いわゆる戦時性的強制被害者」問題について、真相究明・原因追及・謝罪・賠償・尊厳回復・再発防止に取り組んでいる事を在日朝鮮人も日本から応援しております。

しかしながら、未だに過去の「負の歴史」から目を背け、歴史を修正しようとする心無い人達がいるのも確かであります。そして、そのような人達からの心無い発言により、更に被害者の心を傷つけている現状も今だ残っているのが現状です。

先の戦争から長い年月が経過し、戦時下での性暴力被害者も高齢化が進み、多くの被害者が賠償はもとより、謝罪の言葉すら聞くことなく亡くなっていっております。

もはや、被害者に残された時間は多くはありません。今こそ、在日韓国・朝鮮人も立ち上がって声を挙げなければなりません。

被害者に心からの謝罪をし、尊厳回復を行い、適切な賠償を支払い、２度と同じ過ちを繰り返さない為に、真相の究明、原因の解明、そして、教科書に記述して公教育で教える事が必要です。

大韓民国政府は、早急に過去の戦時下の性暴力問題に対して、歴史の真実に目を向け、国際社会に対して朝鮮民族の誇りを示す対応を取っていただくように要望します。

· 朝鮮半島「引揚者」性暴力被害女性の訃報が続いています。

· ベトナムでは性暴力被害女性が多くの混血児を産み、その混血児はライタイハンと呼ばれ差別されています。
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韓国軍「ライタイハン」問題の早期解決を求める請願署名実行委員会

E-mail kitty@team-kansai.jp

　２度と戦争による性暴力が起きないように、過去の戦時性暴力の真相究明・原因追及・謝罪・賠償・尊厳回復・再発防止に取り組んで下さい。








